
－ 19 －

平成１７年２月期　　個別中間財務諸表の概要　　        平成 16 年 10 月 15 日

上 場 会 社 名       　岡谷鋼機株式会社　　　　　　　　　　上場取引所　　　　　　　名証第一部
コ ー ド 番 号         ７４８５　　　　　　　　　　　　　　本社所在都道府県　　　　愛知県
（ ＵＲＬ　http://www.okaya.co.jp/ ）
代 表 者　　　役職名　取締役社長　　氏　名　岡谷　篤一
問合せ先責任者　　　役職名　企 画 部 長　　氏　名　稲生　 豊　　　　　　　　 TEL (052)204-8133
決算取締役会開催日　　　平成 16 年 10 月 15 日　　　　　　　　中間配当制度の有無　　　有
中間配当支払開始日　    平成 16 年 11 月 15 日　　　　　　　　単元株制度採用の有無　　有（１単元 500 株）

１．16年８月中間期の業績(平成 16 年３月 1日～平成 16 年８月 31 日)
(1)経営成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（百万円未満切捨て）

売 上 高    営業利益 経常利益

16 年８月中間期
15 年８月中間期

          百万円　　　％
      265,732  (  15.7)
      229,699  (   0.7)

          百万円　　　％
        1,037  (  115.6)
          481  (△ 48.3)

          百万円　　　％
       1,833  (   57.2)
       1,166  (△ 22.7)

16 年２月期       467,640         1,347        2,236

中間(当期)純利益 １株当たり中間
(当期)純利益

16 年８月中間期
15 年８月中間期

          百万円　　　％
          828  (  55.6)
          532  (  －  )

            円　　銭
　　　　    16    77
　　　　    10    70

16 年２月期           846 　　　　    17    05
(注)①期中平均株式数  16 年 8 月中間期 49,407,538 株  15 年 8 月中間期 49,745,058 株  16 年 2 月期 49,645,934 株
    ②会計処理の方法の変更　　　無
    ③売上高、営業利益、経常利益、中間（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率

(2)配当状況
１株当たり
中間配当金

１株当たり
年間配当金

16 年８月中間期
15 年８月中間期

         円  銭
         5   00
         4   00

         円    銭
            ―
            ―

16 年２月期 ―         8    00

(3)財政状態
総 資 産    株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本

16 年８月中間期
15 年８月中間期

百万円
      275,979
      242,395

百万円
      58,237
      46,778

％
        21.1
        19.3

          円　銭
     1,180  69
       942  26

16 年２月期       259,329       51,450         19.8      1,039  99
(注)①期末発行済株式数  16 年 8 月中間期 49,324,487 株  15 年 8 月中間期 49,645,277 株  16 年 2 月期 49,471,617 株

②期末自己株式数　  16 年 8 月中間期    147,493 株  15 年 8 月中間期    159,703 株  16 年 2 月期        363 株

２．17年２月期の業績予想(平成 16 年３月１日～平成 17 年２月 28 日)

１株当たり年間配当金
売 上 高    経常利益 当期純利益

期　末

通　期
百万円

     520,000
百万円

      3,700
百万円

       1,200
       円　銭
      5  00

     円　銭
    10  00
　　　　　　　

(参考)１株当たり予想当期純利益(通期)　　24 円 33 銭
( 注 )上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後
　　　様々な要因にて予想数値と異なる場合があります。


